
 

トークン化の可能性を探る：伝統的な資産に訪れる新時代 
 

Stephanie Rowton 
ディレクター、米国株式 
S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス 
 

原文: Exploring Tokenization: A New Era for Traditional Assets – Indexology® Blog | S&P Dow Jones 

Indices 

S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス（S&P DJI）は 2025年 7月、ブロックチェーン技術を活用した分散型

インフラを提供する Centrifugeと戦略的提携を行い、トークン化市場 1に参入することを発表しました。この

提携は、デジタル・トークンの発行に向けて S&P DJIが指数データをライセンス供与する初めての事例で

す。これにより、S&P DJIは S&P 500®をオンチェーン化し、トークン化市場における重要な一歩を踏み出す

ことができます。このトークン化という最先端技術により、投資家と金融機関の両方に新たな機会がもたらさ

れる可能性があり、取引プロセスの効率化、流動性の向上、及びイノベーションの促進といったメリットが期

待できます。トークン化資産の市場規模（ステーブルコインを除く）2は 2025年 7月 30日現在で推定 250億

ドルに上っており 3（図表 1参照）、2030年までには 1兆～4兆ドルに拡大する見通しです 4（図表 2参

照）。このことは、金融業界においてトークン化技術の重要性が高まっていることを示しています。 

 

図表 1：トークン化された実世界資産（RWA）の総額 
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出所：RWA.xyz、2025年 7月 31日現在のデータ。実世界資産（RWA）の総額に基づいています。図表は説明目的のために提示されています。 
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トークン化とは？ 

トークン化とは、ブロックチェーンなどの分散型台帳技術（DLT）を用いて、資産に対する権利をデジタル・

トークンとして発行する仕組みです。これにより、トークンの保有者は資産の権利を取引・移転することが可

能となります 5。例えば、債券や株式などの金融資産だけでなく、不動産や美術品といった実物資産もトーク

ン化することができます 6。 

トークンは、その資産が何であるかを定義すると同時に、その資産をどのように利用できるかを規定する役割

も持ちます 7。さらに、トークン化技術により、資産の分割所有が可能となるため、投資家は資産全体ではな

く一部のみを保有することもできます。その結果、より幅広い投資家層に投資機会が開かれることになりま

す。ブロックチェーン技術を活用して資産をトークン化することで、取引の透明性を高め、運用業務を効率化

することができます。これにより、従来型の資産運用に伴う人為的ミスなどのリスクを軽減できる可能性があ

ります。 

伝統的な金融資産のトークン化がもたらす影響 

伝統的な金融資産のトークン化は、金融市場に大きな影響を及ぼします。第一に、トークン化によって投資機

会へのアクセスが広がり、これまで十分な金融サービスを受けられなかった人々も市場に参加できるようにな

ります。第二に、トークン化によって市場の流動性が高まる可能性があります。トークンは複数のプラットフ

ォームで取引可能なため、よりダイナミックな市場の形成につながります。さらに、ブロックチェーン技術の

活用により、取引プロセスを効率化し、コストを削減するとともに、決済時間を短縮することが可能となりま

図表 2：トークン化資産の 2030 年時点の予想市場規模：3 つのシナリオに基づく見通し 
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出所：マッキンゼー・アンド・カンパニー、「さざ波から大波へ：資産のトークン化がもたらす変革的な影響（From ripples to waves: The 

transformational power of tokenizing assets）」、2024年 6月 20日現在のデータ。図表は説明目的のために提示されています。 
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す。伝統的な投資商品の取引では、一般に証券会社や証券保管機関といった仲介業者が介在しますが、これに

よって追加コストが発生し、効率性が低下する場合があります。こうした手数料によって投資全体の収益性が

低下し、投資家のリターンに悪影響を及ぼす可能性があります。これに対して、トークン化された資産は当事

者間で直接取引が可能であるため、仲介業者への依存を最小限に抑えつつ、より迅速な取引を実現できる可能

性があります。さらに、ブロックチェーン技術の活用により、金融取引の透明性が高まるため、資産のパフォ

ーマンスをリアルタイムで把握することも可能です。これは、従来型の金融システムにはない特徴です。 

一方、金融資産のトークン化を推進する上では様々な課題も存在します。トークン化に関する規制環境が十分

に整備されていないことに加え、トークン化が市場参加者に受け入れられるかどうかといった問題もありま

す。規制当局は、トークン化資産に関する法的枠組みの整備をまだ進めている段階であるため、投資家や金融

機関にとっては依然として不確実性の高い分野となっています。こうした中でも、多くの市場参加者は明確な

ガイドラインの策定に向けて規制当局と積極的に協議を重ねています。また、一部の国・地域ではトークン化

市場の成長を支援するための法的枠組みがすでに導入されています 8。 

S&P DJI がトークン化市場に参入する理由 

金融資産のトークン化に向けて知的財産をライセンス供与することで、S&P DJIは新世代の投資家のニーズに

合った最先端の金融商品を提供すると同時に、既存のお客様のニーズにも引き続き対応していくことが可能と

なります。伝統的な金融商品と分散型金融（DeFi）商品の両方にライセンス供与することで、S&P DJIは伝

統的な資産市場とデジタル資産市場の両分野で主導的役割を果たし、世界有数の指数プロバイダーとしての地

位を確立しています。多くの金融機関は、自社の商品価値を高める手段としてトークン化の活用を模索してい

ます。S&P DJIは、革新的な金融商品を開発し、変化する市場ニーズに対応するため、積極的な取り組みを進

めています。 
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